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12
年
度 

専
門
部
三
役
の
み
な
さ
ん

女性部

部長 釜口 清江（新） 本部

副部長 吉田 晴美 西宮

大辻 秀子 明石

井上 紀代美 三美

青年部

部長 井上 拓路 本部

副部長 中村 力 神戸

森 洋樹 芦屋

事務職員部

部長 松本 亨 宝塚

副部長 嶋中 真理子 神戸

白石 明 姫路

今岡 正喜 美方

障害児教育部

部長 伊達 実 姫路

副部長 本田 吉紀 神戸

吉田 美保 芦屋

佐藤 豊 三美

幼稚園部

部長 蓮井 早希 西宮

副部長 野村 美穂 西宮

板谷 裕子 伊丹

養護教員部

部長 関本 則子 伊丹

副部長 鶴房 美津子 西宮

倉内 典子 加印

楠 千鶴（新） 洲本

栄養教員部

部長 須貝直美 姫路

副部長 八木田 久子（新） 西宮

田中智子 美方

長畠悦代 津名

臨時採用教職員部

部長 堀江 啓一 三田

副部長 谷本 竜太 西宮

永井 佐喜子 川西

松尾 寛子 姫路

５
月
１
日
（
火
）
第
83
回
兵

庫
県
メ
ー
デ
ー
神
戸
中
央
大
会

が
、
神
戸
大
倉
山
公
園
野
球
場

で
10
時
30
分
よ
り
開
催
さ
れ

る
。メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
日

本
全
体
で
つ
な
が
り
、
支
え
あ

お
う
！
す
べ
て
の
働
く
も
の
の

連
帯
で
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
を
実
現
し
よ

う
！
」。

湊
川
公
園
に
集
合
し
た
参
加

者
は
、
大
倉
山
公
園
野
球
場
の

メ
ー
デ
ー
大
会
会
場
を
め
ざ
し

震
災
支
援
デ
モ
行
進
を
お
こ
な

い
、
メ
ー
デ
ー
会
場
へ
。
会
場

で
は
、
開
会
宣
言
の
後
、
実
行

委
員
長
や
来
賓
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択

す
る
。
式
典
の
終
わ
り
に
は
、

豪
華
賞
品
が
多
数
あ
る
抽
選
会

が
お
こ
な
わ
れ
る
。

景
気
回
復
と
雇
用
・
生
活
の

安
定
に
む
け
て
、
み
な
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
の

ご
参
加
を
お
ま
ち
し
て
い
ま

す
。メ

ー
デ
ー
と
は
…

労
働
者
の
祭
典
。
１
８

８
６
年
に
ア
メ
リ
カ
の
労

働
者
が
８
時
間
労
働
制
を

要
求
し
て
お
こ
な
っ
た
ス

ト
ラ
イ
キ
が
起
源
と
さ
れ

て
い
る
。
メ
ー
デ
ー
誕
生

当
初
の
主
張
「
８
時
間
は

労
働
、
８
時
間
は
休
息
、

８
時
間
は
自
由
な
時
間
」

は
、
今
も
語
り
継
が
れ
て

い
る
。

５
月
１
日

神
戸
大
倉
山
公
園
野
球
場
で

メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
よ
う
！

昨年の中央メーデーでのデモ行進

（2011年5月1日、神戸市にて）

第83回神戸中央大会

糸
を
繋
ぐ

神
戸
市
太
山
寺
中
学
校
　
二
年

岡
田
　
文

す
べ
て
の
人
一
人
一
人
が

糸
を
持
っ
て
い
る

長
か
っ
た
り
細
か
っ
た
り
す
る
そ
の
糸

世
界
中
の
人
が
、
そ
の
糸
を

誰
か
の
糸
と
繋
ぎ
な
が
ら
生
き
て
い
る

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
人
と
繋
が
る
糸

そ
う
や
っ
て
生
き
て
い
る
う
ち
に

太
い
糸
の
束
が
出
来
上
が
っ
た
り
す
る

そ
の
糸
た
ち
が

広
大
な
布
を
作
り
出
す
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
は

時
に
、
時
間
や
時
代
や
心
に
よ
っ
て

断
た
れ
て
し
ま
う

そ
れ
で
も
、
人
は

苦
し
ん
だ
り
、
涙
を
流
し
た
り
し
な
が
ら

ま
た
糸
を
繋
い
で
い
く
の
だ

（
こ
ど
も
の
詩
と
絵
　
第
32
集
よ
り
）

兵
教
組
は
、
１

９
４
７
年
７
月
10

日
に
結
成
さ
れ

た
。小
・
中
学
校
、

中
等
教
育
学
校
、

養
護
・
特
別
支
援

学
校
お
よ
び
一
部

の
幼
稚
園
も
含

め
、
兵
庫
県
内
７

地
区
・
29
支
部
・

約
１
，
２
０
０
分

会
（
学
校
）
の
教

員
・
養
護
教
員
・

学
校
事
務
職
員
・

学
校
栄
養
教
職

員
・
臨
時
採
用
教

職
員
等
の
ほ
と
ん

ど
の
方
が
加
入
し

て
い
る
組
合
だ
。

「
学
校
の
仕
事
」

は
多
岐
に
わ
た
る

業
務
が
あ
る
。
学

校
・
学
級
運
営
、

授
業
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
指
導
、

教
育
計
画
や
実
践
、学
校
行
事
、

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
・
連

絡
、
校
務
分
掌
や
職
場
で
の
人

間
関
係
等
々
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
山
積
し
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
は
、

す
べ
て
の
教
職
員
の
協
力
・
協

働
の
体
制
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
が
子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
教
育
効
果
を
上

げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

重
要
な
こ
と
は
お
互
い
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
支
え
合
い

だ
。兵

教
組
は
こ
れ
ま
で
、「
ゆ

た
か
な
教
育
の
創
造
」「
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
を
と
、
よ
り
よ
い
教
育

を
め
ざ
し
運
動
を
続
け
て
き

た
。
教
職
員
自
ら
の
教
育
力

量
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地

域
や
学
校
で
自
主
的
・
主
体

的
な
教
育
活
動
を
つ
く
る
と

り
く
み
も
す
す
め
て
き
た
。

ま
た
、
私
た
ち
教
職
員
の
生

活
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
、

兵
教
組
２
万
組
合
員
の
団
結

の
力
で
向
上
・
改
善
を
勝
ち

と
っ
て
き
た
。

兵
庫
教
育
文
化
研
究
所
で

は
、
子
ど
も
を
中
心
に
し
た

教
育
研
究
や
交
流
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

が
抱
え
て
い
る
様
々
な
課
題

解
決
に
む
け
て
と
り
く
ん
で

い
る
。

諸
先
輩
が
60
余
年
に
わ

た
っ
て
積
み
あ
げ
て
き
た

「
兵
庫
の
教
育
」
を
さ
ら
に

前
進
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

教
職
員
と
保
護
者
、
学
校
と

地
域
・
家
庭
が
「
子
ど
も
た
ち

を
中
心
に
」
幅
広
く
手
を
つ
な

い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。新

し
く
職
場
の
仲
間
に
な
っ

た
方
に
声
を
か
け
、
兵
教
組
へ

の
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

「
力
を
合
わ
せ
て
～
波
～
」

た
つ
の
市
香
島
小
学
校
六
年　

山
田 

沙
由
里

泉雄一郎執行委員長職場の新しい仲間に組合加入の呼びかけを

教育ひょうごNo1811.indd   1 2012/04/13   17:55:57
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特
別
教
育
研
究
助
成

1.
西
宮
支
部
（
平
和
教
育
部
会
）

地
域
に
根
ざ
し
、
子
ど
も
に
密
着

し
た
平
和
教
育
の
推
進
の
た
め
の
教

育
研
究
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
講
師
を
招
い
た
り
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
う
。
平
和
教
育

の
講
座
を
開
催
し
、
そ
の
成
果
を
全

支
部
組
合
員
に
還
元
す
る
研
究
に
助

成
を
お
こ
な
っ
た
。

2.
川
西
支
部（
特
別
支
援
教
育
部
会
）

①
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ヴ
教
育
を
考
え

る
連
続
講
座
を
開
催
し
、
参
加
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
と
り
、
そ
の
後
の

実
践
へ
の
つ
な
が
り
を
あ
き
ら
か
に

す
る
。
②
川
西
・
猪
名
川
地
域
の
特

別
支
援
教
育
の
実
態
把
握
の
き
き
と

り
を
中
心
に
お
こ
な
い
、
実
践
の
姿

や
教
職
員
・
保
護
者
の
思
い
を
把
握

し
今
後
の
方
向
性
を
さ
ぐ
る
研
究
に

助
成
を
お
こ
な
っ
た
。

3.
津
名
支
部（
技
術
・
家
庭
科
部
会
）

新
学
習
指
導
要
領
移
行
期
間
の
最

終
年
度
を
迎
え
、
中
学
校
に
お
け
る

技
術
・
家
庭
科
の
指
導
方
法
を
工
夫

し
た
。
２
学
期
の
授
業
研
究
会
の
と

り
く
み
を
中
心
に
、
互
い
に
各
校
で

の
実
践
を
報
告
し
合
い
な
が
ら
、
そ

の
記
録
を
教
研
リ
ポ
ー
ト
報
告
と
し

て
提
出
す
る
研
究
に
助
成
を
お
こ

な
っ
た
。

「兵庫県教職員組合教育文化・社会貢献事業」
の充実、発展をめざそう！

兵教組 教育文化・社会貢献事業ってなに？
この事業の目的は、経済的に厳しい生活環境に

ある児童・生徒への支援をおこない、かつ県内の
教育研究を助成するとともに、教育及び文化の発
展に寄与し、Philanthropy（社会貢献）の理念の普
及、県民福祉の向上をはかるものです。

主に次の事業をおこなっています。

①�兵庫県内の公立小学校・中学校、中等教育学
校及び特別支援学校等に在学する児童・生徒
に対する支援。

②教職員の教育力量を高めるための研究助成。

③�県民の教育及び文化の向上と教育改革県民運
動発展に対する助成。

④県内の福祉団体等への助成。

⑤その他、目的を達成するのに必要な事業。

ここでは2011年度の事業の概要を紹介します。
また、兵教組HP組合員専用ページでは、
「兵庫教育文化・社会貢献事業」寄贈式と
「こどもの詩と絵発刊記念集会」の様子を掲載しています。

2011教育文化事業

就
学
援
助
事
業

県
内
の
小
中
学
校
お
よ
び
特
別
支

援
学
校
に
在
学
す
る
小
学
校
６
年

生
、
中
学
校
３
年
生
の
要
保
護
家

庭
・
準
要
保
護
家
庭
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
と
し
て
お
こ
な
っ
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
兵

庫
県
内
に
避
難
し
て
き
て
い
る
児

童
・
生
徒
お
よ
び
台
風
12
号
で
被
災

し
た
西
脇
市
の
要
保
護
家
庭
・
準
要

保
護
家
庭
の
児
童
・
生
徒
全
員
を
特

別
措
置
と
し
て
、
対
象
と
し
た
。

11
年
度
は
１
３
，
７
４
５
人
に
就

学
助
成
物
品
を
届
け
た
。

支
部
教
育
研
究
助
成

１
支
部
に
つ
き
、
組
合

費
納
入
人
員
や
協
賛
金
に

基
づ
く
助
成
率
に
よ
っ
て

算
出
さ
れ
た
金
額
＝
29
支

部
、
総
計
９
，
５
２
６
，

７
５
０
円
（
11
年
度
６
月

末
日
現
在
）
の
助
成
を
お

こ
な
っ
た
。

分
会
教
育
研
究
助
成

錦
城
中
（
明
石
支
部
）
の
生
徒
指

導
、
特
別
支
援
教
育
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ス
キ
ル
教
育
＝「
い
じ
め
」「
不
登
校
」

「
学
校
不
適
応
」
な
ど
、
生
徒
指
導

に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
予
防
す
る
手

立
て
と
し
て
、
全
校
で
Ｓ
Ｓ
Ｔ
を
実

施
し
、
生
き
る
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

生
徒
像
の
育
成
に
む
け
た
活
動
や
、

効
果
を
検
証
す
る
研
究
に
対
し
て
の

助
成
を
お
こ
な
っ
た
。

県
民
大
学
へ
の
助
成

支
部
教
育
研
究
集
会
講
演
会
等
と

共
催
し
て
、
兵
庫
県
民
大
学 

第
34

期
教
育
講
座
28
講
座
へ
の
助
成
を
お

こ
な
っ
た
。

事業賛同者のかたへ
「協賛金」は１口500円

　手当受給者 は「５口2,500円以上」
　一般教職員などのかた は

　　　　　　　  「１口500円以上」
のご協力を呼びかけています。

※詳しくは各支部書記局へお問い合わせ下さい。

引き続き、
みなさんのご理解とご協力をお願いします。

子
ど
も
と
親
の
劇
場

第
61
次
兵
庫
県
教
育
研
究

集
会
（
ひ
ょ
う
ご
教
育
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
）
の
記
念
事
業

と
し
て
、
貞
松
・
浜
田
バ
レ

エ
団
に
よ
る
『
動
物
の
カ
ー

ニ
バ
ル
・
白
鳥
の
湖
・
日
本

の
バ
レ
エ 

他
』
を
上
演
し

た
。子

ど
も
・
保
護
者
合
わ
せ

て
２
３
０
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。

こ
ど
も
の
詩
と
絵

『
ひ
ょ
う
ご
２
０
１
１ 

こ
ど
も
の
詩
と
絵 

第
32

集
』
を
３
月
４
日
に
発
刊

し
、
表
彰
式
・
発
刊
記
念

集
会
を
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で

開
催
し
た
。
約
５
０
０
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。

応
募
数（
詩
５
１
７
篇
、

絵
１
，
４
６
０
点
）
の
う

ち
、
詩
１
０
２
篇
、
絵
２

２
５
点
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

「あお虫くん�あそびましょ」
小野市来住小学校一年　吉田�もも

2011社会貢献事業

福
祉
自
動
車
等
寄
贈

○ 

作
業
所
ほ
の
ぼ
の

友
情
号
１
２
１
号

（
日
産
キ
ュ
ー
ブ 

チ
ェ
ア
キ
ャ
ブ
）

○ 

障
害
者
支
援
事
業
所 

菜
の
花

友
情
号
１
２
２
号

（
日
産
セ
レ
ナ 

ア
ン
シ
ャ
ン
テ 

送
迎
タ
イ
プ
）

を
寄
贈
し
た
。

（
延
べ
１
２
２
台
）

車
椅
子
寄
贈

共
催
と
し
て
、
兵
庫
県
学
校
厚
生

会
、
日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
兵
庫

支
部
、
兵
庫
県
教
育
会
館
よ
り
車
椅

子
５
台
、
兵
教
組
よ
り
４
台
の
合
わ

せ
て
９
台
の
車
椅
子
を
県
内
の
子
ど

も
た
ち
へ
寄
贈
し
た
。

（
延
べ
５
２
８
台
）

児
童
養
護
施
設
支
援
事
業

次
の
４
施
設
へ
支
援
を
お
こ
な
っ

た
。

○ 

同
朋
学
園

　
視
聴
覚
機
器
購
入
支
援

○ 

夢
野
子
ど
も
ホ
ー
ム

　
視
聴
覚
機
器
購
入
支
援

○ 

神
戸
真
生
塾

発
達
に
課
題
を
持
つ
児
童
お
よ
び

保
護
者
へ
の
支
援
活
動
「
ス
マ
イ

ル
・
ス
マ
イ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
運
営
支
援

○ 
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同朋学園の梅木澄代園長さんと子ども家庭支援

センターの難波美智子さんからお礼のお手紙を

いただいた。

「カッターナイフ」
神戸市木津小学校二年　西澤�裕大
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